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はじめに

　筆者は名古屋学院大学に赴任する2006年ま

での約30年，大分と名古屋で医学部解剖学講

座に籍を置いて解剖学の教育と研究に携わって

きた。医学部教育における解剖学，その中でも

医学の根幹である人体構造の理解のための肉眼

解剖学実習，すなわち人体解剖実習は人体の精

緻な構造の学習に留まらず，生命や死の尊厳に

ついて自学自問する場としても重要な意義を

もっている。そのような肉眼解剖学実習は，死

後自らの体を医学の教育研究のために提供する

と申し出をされた篤志の方々の献体という崇高

な行為によって維持され，実現している。筆者

は解剖学の教育と研究の傍らで献体登録者の

方々，献体者のご遺族の方々と接する機会も少

なからずあって，折に触れて献体についての思

いなども伺っていた。

　筆者が助手となった1980年前後は，まだ全

国的に解剖実習用のご遺体が不足しており，解

剖学講座の教員にとってご遺体の確保は最重要

の課題であった。献体への理解や啓蒙のために

度々諸施設を訪れることはもちろん，献体の連

絡があればご遺体を受け取りに年末年始や昼夜

を問わず，また実験を中断してでも出かけたも

のである。それから30数年後の今は隔世の感

があり，献体登録を希望する方が増え，大学に

よっては登録を一時的にお断りするところも出

て来ている。解剖学教育に携わる者としては，

実習に供するご遺体を十分に確保できることは

喜ぶべきことではあろうが，この30年ほどの

間，その背景に筆者の乏しい語彙では十分に言

い表せない，死を取り巻く世の中の変化を感じ

て来ていた。そのことが，「我々はどのように

人を弔って来たのか，弔われて来たのか」とい

う疑問と関心を筆者に抱かせ，やがて足助の綾

渡で伝承されている夜念仏を知るようになった。

　夜念仏と盆踊りの里，旧足助町綾渡（現，豊

田市綾渡町）は二十数戸の人家が散在するのど

かな山里で，足助の市街から6，7キロほど入っ

た標高およそ500メートルのところにある。夜

念仏とは，新盆を迎える家々を回り，念仏を手

向けその後に盆踊りで新仏を供養する盆の信仰

行事で，かつてはこの地方でも奥三河から恵那

にかけて広く行われていたが，今はこの綾渡の

里に残されているのみである。もともと足助の

夜念仏は若連（わかれん）と呼ばれる35歳まで

の男子たちによって行われていた行事で，8月

10日は綾渡の平勝寺の施餓鬼供養，同13日，

14日は新仏のある家，15日は他村を回り，17
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日は平勝寺の観音供養を行っていた。しかし戦

後の経済成長にともなって青年の数が減少し，

若連の継続が難しくなったので，昭和35年に

は保存会を結成して数百年続いて来た伝統行事

を継承している。今は新盆の家々を回ることは

なくなり，8月10日と15日に平勝寺の境内で，

保存会の男衆による夜念仏と老若男女が参加す

る盆踊りを行っている。この盆踊も一切の楽器

を使わず，音頭取りの歌う唄に合わせて手拍子，

足拍子だけで踊る実に素朴なものである。

　夜念仏が行われる鳳凰山平勝寺は聖徳太子に

よって開かれたと伝えられ，保元の乱の頃に戦

火で消失したものの，平治元年（1159年）に

再建され，後醍醐天皇の第三皇子平勝親王との

縁により，元弘元年（1331年）檀独山大悲密

院から鳳凰山平勝寺と改めて今日に至っている

古刹である。山道を上って辿り着く地にありな

がら，古より広く足助の各所から多くの人々の

信仰を集めたことが，寺に残された絵馬や文書

などに記されている。往時から信仰の厚かった

ことは，江戸時代の末期に足助市街から平勝寺

に至る3本の山道に，多くの篤志の人々によっ

て坂東三十三観音像，秩父三十四観音像，西国

三十三観音像の百体の石の観音菩薩像が祀られ

たことからも伺い知ることができる。百観音菩

薩像は坂東三十三観音が慶應元年7月に，秩父

三十四観音が慶應2年7月に，西国三十三観音

が慶應2年8月につくられ，そのいずれもが平

勝寺門前を終点としている。

　時代が下り昭和の高度成長期に至ると，やが

て足助の山里にも自動車が通れる道が新たに切

り開かれ，かつて人々が平勝寺に詣でるときに

通った道を含め，旧道すなわち人が歩く幅しか

ない狭い“根道”と呼ばれた集落の道々は，林

業に携わる村人がたまさか通るほかには通う人

もなくなり，所によっては草に埋もれ薮に被わ

れるようになった。一部の観音菩薩像は敷設さ

れた新道脇に移されたものの，旧道に取り残さ

れた石仏たちが人目に触れる機会は次第に少な

くなって来た。

　筆者は「我々はどのように人を弔い，弔われ

て来たのか」という関心をきっかけに綾渡の夜

念仏を繰り返し訪れるうちに，僅かな世帯数の

山里で主に口伝で伝えられて来ているこのよう

な行事，それを育んで来た風土を記録し残して

おくことの意義を感じ，その一環として平勝寺

に至る道に祀られている百観音菩薩像について

調査，記録することにした。今回の報告は百観

音像のうち西国三十三観音像についての調査記

録である。

調査対象

　今回の調査対象は平勝寺に至る道筋に祀られ

ている西国三十三観音像である。西国三十三観

音像は足助市街を貫通する国道153号線から分

かれて設楽へ向かう国道420号線（鳳来寺道）

沿いの安実京（あじきょう）に第一番が祀られ

ている。この安実京から有洞（うとう），山ヶ

谷（やまがい），椿立（つばきだち）を経て綾

渡の平勝寺に上がる旧道や新道に沿って順番に

点在している（図1）が，もともと丁名佛（ちょ

うなぶつ），すなわち道標の意味もあって，平

勝寺に至るまでほぼ等間隔に置かれていたよう

である。しかしながら，道路や敷地の関係など

により，設置当時の場所から移設されたものも

あり，現在ではほぼ順番通りになっているもの

の間隔は一定していない。菩薩像の祀られてい

る場所などは，平成2年に平勝寺住職の佐藤一

道師によって調べられており，その時につくら

れた手書きの地図や資料を参考にさせていただ

いた。
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像容計測と彫字判読，写真撮影

　観音像は光背と一体となって彫られており，

観音像本体のみの計測は不可能なので，正面か

ら光背の高さと横幅を計測した。高さの計測は

最大高とし，横幅は観音像の顔のオトガイ下縁

（下顎の直下）の高さと像の底辺（下端部）の

2カ所を計測したが，必ずしも最大幅の位置で

はない。台座，蓮華台，敷茄子，荷葉台などに

載っている場合は，その高さと幅も計測した。

また全ての観音像下部に彫られたそれぞれの番

号と，台座などに刻まれた名前や在所なども，

残されている資料とも照らし合わせながら可能

な限り記録した。苔がこびりついて判読が難し

いものも多くあったが，破損や摩耗などを避け

るためブラシなどを使って取り除くことはせ

ず，現状維持を心がけた。

　像容を計測した後，正面から観音像の写真撮

影を行った。涎掛けがかけてある場合は外して

撮影し，撮影後ふたたび装着した。

調査結果

　三十三体の観音像はいずれも舟形光背を背に

して彫られており，その内訳は聖観世音菩薩4

体，如意輪観音6体，十一面観世音菩薩6体，

千手観世音菩薩11体，十一面千手観世音菩薩3

体，不空絹索観世音菩薩1体，准胝観世音菩薩

1体，馬頭観世音菩薩1体であった。往時，そ

れぞれの石像制作者は西国三十三観音像のご本

尊を調べ，それに倣って制作したものと推察さ

れるが，風化により像容がはっきりとは読み取

れないものもあり，判別に迷うものもあった。

例えば第十九番，第二十番，第二十二番はそれ

まで千手観世音菩薩とされていたが，平成25

年に立てられた標識では十一面千手観世音菩薩

に変更されている。いずれの像も頭部に十一面

が彫られているようにも見えるが，他の像との

比較と西国三十三観音の本尊から判断して，本

調査ではいずれも千手観世音菩薩とした。

　像容の写真と図，計測値，判読した彫字など

の調査結果は以下の一覧表にまとめた。計測値

の単位はセンチメートルである。写真は正面像

であるが，第四番は高さ5メートルほどの崖の

縁に道に面して置かれており，計測などは辛う

じて後からできたが，正面から撮影するために

は足場を組まなくては不可能であったため，斜

め下から撮影したものを掲載した。
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（図1）安実京から平勝寺に至る現在の舗装道を赤線で示し，観音像の平成25年8月現在の位置をそれ

ぞれの番号で示す。この時点では第十三番は欠如していた。安実京から山ヶ谷に至る舗装道の一部は

幅が車両1台分程度である。（この背景地図等データは，国土地理院の電子国土Webシステムから配信

されたものである）。
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終わりに

　古くから旧東加茂郡と旧西加茂郡（現在はみ

よし市をのぞき全て豊田市に編入されている）

を通る飯田街道（名古屋―飯田）や岡崎と飯田

街道の足助をつなぐ足助街道の道沿いには石の

野仏が多い。平勝寺への道沿いに祀られている

百観音は，いずれもその最終番号の観音像に年

月が彫字されていることから，江戸時代末期に

つくられたものであることがわかる。地元の

人々の話によると材は足助産の御影石である。

足助の御影石は柔らかく脆いと言われ，それ故

か，百年以上の時を経た観音像のほとんどは風

化が進んでおり，角がとれて丸みを帯び，彫字

の判読が難しいものも多かった。また根道と呼

ばれる旧道は分かりづらく，時にはマムシに注

意，クマに注意の看板を見ながら，山の中の草

や薮を分け入ってようやく辿り着いた観音像も

少なくない。西国三十三観音像が祀られている

のは安実京，有洞，山ヶ谷，椿立の一部，綾渡

の地区であるが，すでにお年寄りであっても場

所のみならず三十三観音像のことを知らない地

区もあった。分からないと答えた人の家から僅

か30メートルほど離れた場所で，草木に埋も

れかけた観音像を探し当てたこともあった。

　その一方で，観音像を守り続けている人々も

少なくない。三十三観音のうち，第十三番の如

意輪観音像は平成17年8月に盗難に遭い欠如

したままになっていたが，心を痛めていた地元

の人によって平成25年初秋に新たな観音像が

新道沿いに祀られた。またその機会に，旧道に

置かれている観音像のいくつかは，苔を落とし

て盗難防止の措置を施し，集落の生活道路であ

る新道沿いに設置し直され，人目に触れる機会

が増えるようになった。新道沿いへの移設は盗

難の恐れがあることや，旧道の存在が忘れられ

てしまうという懸念から，慎重な意見もあった

ようである。筆者はこれらの観音像の歴史的背

景に鑑み，できるだけ旧道にある状態で記録す

ることに努めたが，彫字などは清掃，移設され

た後に再度確認した。

　今回調査した西国三十三観音像は百観音の中

では比較的人目につきやすい場所に設置し直さ

れているものも多いが，今後は当初の位置に祀

られているものが多いという坂東三十三観音

像，秩父三十四観音像について調査して行きた

い。なお，本調査の一部は2011年度名古屋学

院大学研究奨励金の援助を受けて実施した。
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